
































































































































































































































久邇宮の邦彦様がいらっしゃった 1 年間の 4 紙の新聞記事を全部調べました。 結果として、
師団長の久邇宮様が豊橋へ単身赴任し、良子さんは学習院で勉強されていたということで、
実際に豊橋に来たのは冬休みの 6 日間（大正 6（1917）年 12 月 23 日から 28 日）と、結婚




月 19 日に掲載された記事で使われた写真です。内定が決まったのが 1 月 18 日ですので、
その翌日になりますね。市内はフィーバーになったと思います。そのフィーバーぶりは全
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当時の人口は、明治の最初で約 1 万人です。18 連隊が入って来て、毎年約千人入って来る
んですね。だいたい 1 割前後ぐらいが軍人という町になります。そしてこの千人ぐらいの
人たちもやっぱり消費活動をします。それが町の中にいろいろな影響を与えています。と
にかく 18 連隊が入って来た頃の人口 1 万 4 千 9 百。終戦後の昭和 25（1950）年、国勢調



























い合うようになりました。人口は 1 万ちょっとでした。当時の名古屋が 3 万ちょっとぐら
いで、金沢が 5 万人でしたから、名古屋の町もそんなに大きくはなかったんです。宮の渡
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学生の数で言うと 2 千 5、6 百人ですから、1 万人規模とは違います。その志願者はどこか
ら来たかというのをこの図で示しました（図 29）。これは昭和 3（1928）年の最初の入学生。
全部で 4 中隊あるんですけど、2 中隊だけピックアップして出身地マップを作りました。愛
知県、静岡県、京都、福岡、仙台、新潟と、何か特徴があるんですね。こうやって図を作っ
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豊橋の人口も 14 万人まで達し、戦後の昭和 25（1950）年と同じレベルまで達しました。
ほぼ浜松と同じです。町の中心地機能も高まります。商品陳列館。公会堂、駅、広小路が
新たな商業地に加わり、ここには丸物も立地、ほかに旭デパートとか松葉デパートとか、
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百年史』（昭和 59 年）、『豊橋市政五十年史』（昭和 31 年）、『豊橋市史五十年史』（昭和 62
年）、『豊橋市水道誌』（昭和 5 年）、『豊橋市水道五十年史』（昭和 55 年）、『豊橋市下水道誌』






松本市文書館特別専門員、前同館館長? 小松 芳郎 
（2015 年 10 月 4 日? 松本市美術館） 
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こと、目に浮かぶようですね。さらに、「私は明治 30 年 6 月 9 日に生まれました。日が照
り輝いた夏の暑い昼頃、えんえんと泣く男の子が生まれました。それはこの私であります。
だんだん歳をとって 6 歳の時の 6 月、お父さんが私が朝起きない内にアメリカに行ってし
まいました。私は寂しくいる内に 8 歳の正月がきました」と書いてあります。家族と家庭
がこれで分かりますよね。小岩井浄が 38 歳の時に『冬を凌ぐ』という自伝的な随筆を書い
ています。それには、「少年の私に文学的な影響を、直接与えた最初のものは、小学校の 4、
5 年頃から読み始めた少年雑誌ではなかったかと思う。尤も文学への傾向は私の環境から来
ていた様だ」と書いています。「私が生まれたのは日本アルプスを一望のもとにおさめる松
本平盆地の底にある農村であった。高い山脈を一望のもとに見られる、空の美しい、そし
て樹木の茂った私の郷土はいかにも自然の美に恵まれていた。私は子供の時からこの自然
に対してつよい愛着を感じたものだ。こうした自然の環境が私の幼い心情のなかに幼稚な
黎明期的な詩の世界を呼び起こしつつあった」。さらにその続きに次のように書いています。
「私はこの外に私の家庭というもの
も考えることが出来る。農村に住みな
がら相当智識的であった祖父の影響、
アメリカに住んでいた顔を知らぬ父
への思慕、その父へ幼い時からいつも
手紙を書いて文字に親しんだ経験
等々」。アメリカに行ってしまったお
父さんに手紙を書く。そういうことで
文字に親しむ。そんな時に、お姉さん
がお土産に小岩井浄に『日本少年』と
いう雑誌を買ってきてくれた。8 歳の
浄はそれを読み始めてすっかり愛読
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